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植物の毒性分の働きは様々である。人や動物が触れたり摂食したりすると、毒性の強いものでは炎症や中毒症状、痙攣、嘔吐などの症状を起こし、時には死に至ることもあるが、弱いものでは苦味や酸味を感じるなどの軽度のものもある。有毒植物を加工し毒性を除去あるいは弱めることによって、食用・薬草として利用されることもあり、有毒植物であるから無価値というわけではない。有毒植物のなかにはイチョウ（ぎんなん）やウメ、ジャガイモ、ワラビのように、有毒ながら処理法によって食料とされる種もある。薬草（薬用植物）のように、古くからその有効性がみとめられ薬用として利用されてきたものも少なくない。ただし薬草であっても、経験や理論によって見いだされた用法・用量を守らずに使うと毒となるので注意が必要である。
植物の多くは食料として見なした場合には、致命的なほどに強烈な毒性をもつ種はあまり多くはない。しかし食味として苦かったり渋かったり不快感を与えたり一時的に健康を損なったりと、動物にとって何らかの害になりうる程度には食料として適さない種類が非常に多い。植物は摂取者から逃避行動がとれないため、こうした「不味」は致命的な毒とはなり得なくとも、摂食を免れるための手段として化学防御が発達したものと考えられる。植物のなかでも食料としての価値がなく、特に毒性の強い物質を有する種が有毒植物と呼ばれる。
種類によっては殺虫や狩猟用の毒矢に利用される。特に化学防衛のような「動物に食べられないようにする変化」では昆虫などに対して選択毒性（特定範囲の動植物に影響の出る毒の性質）をもつものもあり、除虫菊（蚊取り線香）や海人草（虫下し）のように利用されるものもある。
動物の種によって有毒・無毒の区別は異なる。身近な例では、ヒトにとっては無毒で頻繁に食されるネギやタマネギは、適切な酵素を持たないイヌやネコにとっては有毒で、重篤な障害に陥る危険性がある。逆にヒト以外の鳥獣がふつうに摂取しているからといって、それをヒトが摂ると有毒である場合もある。
なおこういった毒性のある植物だが、ある種の生物にとっては生存戦略上で興味深い影響を与えることもある。マダラチョウは幼虫時代に有毒植物を摂食しその成分を体内に蓄積するため、虫を捕食する種類の動物にとって「不味」であるため成虫になっても捕食されない。この不味という性質は捕食者に学習され捕食が避けられるという観点から、特に他と区別されることで同種の動物がより捕食されにくくなる有利な性質として働くため、目立った姿（警戒色）を持つ傾向があり、更にはそれに擬態する種もある。
有毒植物の例（主な毒性成分） 

・　アジサイ　（青酸配糖体？）葉、動物の症例では下痢，体温上昇，呼吸数および心拍数の増加，骨格筋の強い収縮など。
・　アセビ（グラヤノトキシン），動物の症例：はじめ迷走神経を刺激し，後でこれを麻痺させます．採食後数時間で発症し，嘔吐や泡沫性流涎を起こし，軽症では，沈衰，四肢開張，蹌踉，知覚過敏となります．また重症では，四肢の麻痺，起立不能，さらに間歇性の疝痛，腹部膨満，呼吸促迫，脈の細弱不整，そして全身麻痺に陥る場合もあります．ただし回復は早く，致命率は高くありません． 

・　イチイ（タキシン）タキシンは果肉を除く全植物体に含まれています．子供は誤って種も飲み込んでしまうことがあるので，アメリカではイチイがヒトの植物中毒の原因別ランキングで常に上位にいます．牛馬では元気消失，食欲廃絶，反芻停止，四肢の振戦，呼吸浅速，心音不正，心拍数減少，体温低下などの臨床症状が観察されています
・　イチョウ：イチョウの種子（ギンナン）は4-O-メチルピリドキシン（4-O-methylpyridoxine，）を含んでいます．4-O-メチルピリドキシンは抗ビタミンＢ6作用があり，ビタミンＢ6欠乏によって抑制性の神経伝達物質であるGABAの生合成が阻害されて，けいれんが誘発されます．銀杏を多食すると中毒になることは，古くは本草綱目（李時珍，1596）にも記載されているそうです． 

イチョウの外種皮にはイチョウ酸（gonkgolic acid），ビロボール（bilobol）などが含まれていて，悪臭の成分といわれていますが，これらの物質はウルシに含まれるウルシオール（urushiol）と構造が類似した化合物で，皮膚に発疹を起こします． イチョウの葉に含まれているフラボノイド（ケルセチンなど）やテルペノイド（ギンコライドなど）を抽出したエキス（イチョウ葉エキス）には，脳血管循環の改善作用があるという報告があり，いわゆる健康食遺品に添加されて市販されています．しかし，イチョウの葉には接触性皮膚炎やアレルギーを起こすギンコール酸も含まれており，注意が必要です．中毒症状ヒトで報告されているギンナン中毒の症状は，強直性けいれんおよび間代性けいれんで，意識を失うこともあるようです．小児の中毒事例が多く，比較的少量のギンナンでも中毒になるようです．
・　ウメ／バラ科植物（青酸配糖体）バラ科の葉や未成熟の青い果実、核の中の種子には青酸配糖体が含まれ、未熟な種子や腸内細菌の酵素により、シアンを生成する。これが胃酸により有毒性を発揮すると、痙攣や呼吸困難、さらには麻痺状態になって死亡するといわれている。胃酸や胃の消化酵素の分泌だけではシアンの生成は起こらないので、大量の種子をかみ砕いた場合を除いて誤摂取による中毒の危険は限られる。また、梅酒の青い実や梅干しの種の中身などは、アルコールや塩分、熱により酵素が失活し、毒性は低下している。
・　ウルシ（ウルシオール）本種をはじめ、近縁種はアレルギー性接触性皮膚炎（いわゆる「ウルシかぶれ」）を起こしやすいことで有名である。これは、ウルシオールという物質によるものである。人によっては、ウルシに触れなくとも、近くを通っただけでかぶれを起こすといわれている。また、山火事などでウルシなどの木が燃えた場合、その煙を吸い込むと気管支や肺内部がかぶれて呼吸困難となり、非常に危険である。
•
キョウチクトウ（オレアンドリンなど）樹全体、中毒症状としては，疝痛，下痢，頻脈，運動失調，食欲不振などが報告されています。動物では急死するケースが多い。

•
キンポウゲ科（有毒植物が多い。ウマノアシガタ、ボタンヅル等、プロトアネモニンなど）キンポウゲ属の種はラヌンキュリンという成分を含んでおり、それが分解されるとプロトアネモニンという有毒物質となる。プロトアネモニンは皮膚炎の原因にもなり、キンポウゲ属の種をウシやウマなどの家畜が食べると中毒を起こす。ただし同成分は乾燥させることによって量が低減するため、干し草に含まれる場合は問題ない。キンポウゲ属で食用となるのはバイカモのみである。

•
クララ：クララをはじめ，ルピナス，エニシダなどのマメ科の植物は，キノリチジンアルカロイド（quinolizidine　alkaloid）を含んでいます．弱毒性？

•
ケシ科（有毒植物が多い）

•
サトイモ科のテンナンショウ属、ザゼンソウ属、ディフェンバキアなど（シュウ酸塩）口唇、口内のしびれ、腫れなどのほか、腎臓にシュウ酸カルシウムが沈着して腎機能を障害する。

•
シキミ（アニサチン）花や葉、実、さらに根から茎にいたる全てが毒。特に、種子にアニサチン　などの有毒物質を含み、特に果実に多く、食べれば死亡する可能性がある程度に有毒である。中毒症状は嘔吐、腹痛、下痢、痙攣、意識障害等で、最悪は死亡。

•
ジャガイモ（ソラニン）芽や緑化した塊茎には毒性成分ポテトグリコアルカロイド（ソラニンなど）が多く含まれ中毒の元になる。中毒症状は頭痛・嘔吐・腹痛・疲労感

•
スズラン（コンバラトキシンなど））全草、強心配糖体，コンバラトキシン（convallatoxin），コンバラマリン（convallamarin）が含まれます．有毒成分は全草に含まれますが，特に花の部分に多く含まれます．また，スズランを差した花ビンの水を飲んでも，中毒を起こすことがあるということです．症状としてはまず流涎，嘔吐，疝痛，下痢などの消化器障害が現れます．ついで心臓作用が現れますが，はじめ脈拍は異常に強盛，かつ緩徐で，しだいに心筋の異常興奮のため脈拍頻数，不規則，細弱となり，呼吸も浅弱を示し，四肢けつ冷，痙攣，蹌踉，麻痺，呼吸困難を起こします．最後は痙攣を起こして死亡します（家畜有毒植物学）． 

•
センダン　リモノイドテトラテルペン構造を持つメリアトキシン（meliatoxin） A1, A2, B1が有毒成分として分離されています．実の中の有毒物質量は環境要因や木の成長過程によって差があり，中毒量の決定は難しいようですが，豚，羊で約 5 g/kg体重という報告があります．また犬の場合，5, 6個，ヒトの子供の場合，6 - 8個の実の摂取で死に至ると報告されています．中毒症状センダンによる中毒の転帰は早く，消化器系，神経系の臨床症状は摂取後2 - 4 時間で現れます．主な症状には食欲不振，嘔吐，下痢，便秘，疝痛，興奮，痙攣，運動失調，沈鬱，麻痺，昏睡　さらに循環性ショックと呼吸困難を経て死に至ります．通常，致死量のセンダンの実を摂取した場合，48時間以内に死亡します．

•
ソテツ　　ソテツの有毒成分はサイカシン（cycasin）という配糖体です．消化管微生物のβ-D-グルコシダーゼによって糖が取れてアグリコン（aglycon, 非糖体）のメチルアゾキシメタノ－ル（methylazoxymethanol）になります．メチルアゾキシメタノールは容易にホルムアルデヒドに変化し，中毒を起こします．ソテツを食用にする際には，よく水に晒してサイカシンを除くか，十分加熱してサイカシンを分解することが重要です．

•
タバコ　タバコには有毒なアルカロイドのニコチン（nicotine）およびアナバシン（anabasine）が含まれています．ニコチンはピリジン由来のニコチン酸にオルニチン由来のピロリジンが結合した構造をしています．ニコチンは，小用量では自律神経節のアセチルコリン受容体を興奮させ，大用量では，初期に興奮させた後に脱分極性に麻痺させる作用があります．また，神経筋接合部や中枢神経系にも強い興奮作用があります．中毒症状としては，嘔吐，流涎，興奮，けいれん，歩行異常，呼吸困難，散瞳などが見られ，昏睡，麻痺から死に至ります．  

•
トウゴマ（リシン）トウゴマの種子には有毒蛋白質のリシン（ricin）やアルカロイドのリシニン（ricinine）が含まれています．経口毒性より非経口毒性の方が強く，エアロゾル化したリシンが化学兵器として利用されたこともあります．エアロゾルとして吸入した場合，数時間後には呼吸困難，発熱，咳，吐き気などの症状があらわれ，その後に肺水腫や極度の発汗などの症状があらわれます．吸入量が多ければ，血圧の低下や呼吸困難で死にいたります． トウゴマの種を食べるなどしてリシンを経口摂取した場合は，嘔吐，下痢といった消化器症状を呈します．これにより脱水し血圧が低下します．また，幻覚や痙攣などの症状あらわれることがあります．摂取量が多ければ，数日後には肝臓，脾臓，腎臓の機能が低下し，死にいたります． 

•
トウダイグサ属（有毒植物が多い）茎や葉を多量に摂ると胃腸炎や信金亢進、めまい等をおこします。また、根茎の場合は激しい下痢をおこします。葉、茎からは乳白色の汁がでますが、皮膚を刺激し水泡ができることがあります。

•
ドクゼリ（シクトキシン）地下茎や根には有毒なシクトキシン（cicutoxin）が含まれています．シクトキシンはシキミのアニサチンやドクウツギのコリアミルチンと同様に，抑制性の神経伝達物質であるγ-アミノ酪酸（GABA）の作用と拮抗し，中毒を起こします．中毒症状としては，旋回，歩様異常，起立不能が認められ，遊泳運動，痙攣，呼吸困難を呈して死に至ります． 

•
ドクニンジン（コニイン）ドクニンジンは全草にピペリジン骨格を持つ有毒なアルカロイドのコニイン（coniine）やγ-コニセイン（γ-coniceine）を含んでいます．これらのアルカロイドは，ニコチン様作用を持ち，だ液分泌，散瞳，頻脈などを引き起こします．また，クラーレと同様に神経筋接合部に作用するため，筋弛緩作用があります

•
ドクウツギ（コリアミルチン、ツチンなど）有毒成分は，コリアミルチン（coriamyrtin），ツチン（tutin）などモノテルペン骨格を有するラクトン化合物で，ピクロトキシン（picrotoxin，ツヅラフジ由来アルカロイド）の類縁体です．コリアミルチンはツチンよりも速やかに吸収され，速効性で，ツチンの４倍以上の毒性があります．したがって，ドクウツギ中毒の主体はコリアミルチンと考えられます． コリアミルチンのLD50（マウス）は，1mg/kg 体重 ，ウサギに対する致死量は，静脈内注射で 0.5 mg/kg 体重，皮下注射で 3 mg/kg 体重とされています（家畜有毒植物学）．全草が有毒ですが，特に果実に有毒成分が多く含まれています． コリアミルチンの作用機序はピクロトキシンと同様で，神経伝達物質γ-アミノ酪酸(GABA)の作用と拮抗することにより症状を発現すると考えられます．すなわちGABA受容体の機能を遮断する結果，GABAによるシナプス前抑制が遮断され，興奮作用が発現します．作用部位もピクロトキシンと同じく中脳および延髄です． 中毒症状：牛では採食後20-30分から中毒症状が現れます．まず泡沫を含んだ流涎があり，ついで強烈な痙攣症状を示し，苦悶，騒擾，てんかん様症状を呈します．このような発作を間欠的に繰り返した後，最後に痙攣が持続して死亡します（家畜有毒植物学）． 

•
トリカブト（アコニチンなど）代表的なアルカロイドには，アコニチン（aconitine）およびメスアコニチン（メサコニチン，mesaconitine）があります．トリカブトの根は漢方薬として用いられていますが，毒性が強いため「修治」という減毒加工が行われます． アコニチンやメスアコニチンの毒性は極めて強く，マウスへの皮下注射におけるLD50はそれぞれ 0.308mg/kg および 0.213mg/kg と報告されています．人では2～5mgで死に至ります．アコニチンやメスアコニチンによる中毒症状としては，口唇や皮膚の灼熱感，流涎，嘔吐，歩行困難，呼吸困難などがみられ，呼吸中枢麻痺によって死に至ります．
•
ナス科（タバコなど、有毒植物が多い。ソラニンなど）

•
ニセアカシア（ロビチン　）樹皮や葉から有毒物質を分離し，ロビチン（robitin）と命名しています．また，ニセアカシアの花からは，芳香を持った配糖体ロビニン（robinin）が単離されていますが，ロビニンには毒性はありません．家畜のニセアカシア中毒でもっとも多いのは，樹皮を食べた馬の事例です．ヒトでも，子供が樹皮を噛んで中毒になったという事例があります．中毒症状は，消化器系の異常と神経症状がみられます．消化器系の症状としては，疝痛，腸管運動の低下，便秘などがみられます．神経症状としては，興奮と沈欝の反復，散瞳，全身の筋肉の痙攣，頻脈，舌麻痺による嚥下障害などがあります． 

•
ノウゼンカズラ（ラパコール？）毒性物質未確定、毒性はつよくない？

•
バイケイソウ（ジエルビン、ベラトリンなど）　オオバギボシと間違えて採取されることがある。C-ノル-D-ホモステロイドを骨格とするステロイドアミン類で，全草が有毒です．毒素としては特にプロトベラトリンの毒性が強く，アコニチンに匹敵すると言われています．動物は食欲不振，流涎，，嘔吐，出血性下痢，呼吸と心拍の減退，血圧降下，呼吸困難を経て通常10-20時間で死に至ります（家畜有毒植物学）．

•
ハエドクソウ（フリマロリン）主な毒の成分はフリマロリンで、食べると嘔吐などを引き起こす。

•
ハシリドコロ（スコポラミンなど）ハシリドコロは，チョウセンアサガオと同じように，トロパンアルカロイドのヒヨスチアミンやスコポラミンを含んでいます。

•
ヒガンバナ科（有毒植物が多い。リコリンなど）リコリン（lycorine）などのノルベラジンアルカロイド（norbelladine alkaloid ）を含んでいます．これらのアルカロイドのうちガランタミンなどは，セチルコリンエステラーゼ活性を阻害する作用を持っています．日本でもヒガンバナの鱗茎をさらして食用にしたようで，毒抜き不十分による中毒もあったようです．

•
フクジュソウ（シマリン）全草に強心配糖体シマリン（cymarin）を含みます．強心配糖体の詳細については，キョウチクトウの項を参照してください．

•
マメ科（有毒植物が多い）ルピナス属の植物は，全草とくに種子に，有毒なキノリチジンアルカロイド（quinolizidine alkaloids）とピペリジンアルカロイド（piperidine alkaloids）を含んでいます

•
ユリ科（有毒植物が多い。本科の野菜―ネギ、タマネギなどは犬・猫にとっては猛毒である。）

•
ヨウシュヤマゴボウ（フィトラッカトキシン、フィトラッキゲニン）有毒成分は，トリテルペノイドサポニンであるフィトラカトキシン（phytolaccatoxin，アグリコンはフィトラカゲニン（phytolaccagenin)）です．この物質は全草に含まれていますが，根に多く果実には少ないといわれています．また，根には硝酸カリウムが多く含まれています． 

•
レンゲツツジ（グラヤノトキシン）ツツジ科の植物にはジテルペン構造を持つグラヤノトキシン（grayanotoxin） I ～ III　などの有毒物質が同定されています．グラヤノトキシンは，はじめ迷走神経を刺激し，後でこれを麻痺させます．採食後数時間で発症し，嘔吐や泡沫性流涎を起こし，軽症では，沈衰，四肢開張，蹌踉，知覚過敏となります．また重症では，四肢の麻痺，起立不能，さらに間歇性の疝痛，腹部膨満，呼吸促迫，脈の細弱不整，そして全身麻痺に陥る場合もあります．ただし回復は早く，致命率は高くありません． 

•
ワラビ（プタキロサイド）牛,馬のワラビ中毒は古くから知られているにもかかわらず，その原因物質は長い間不明でした．1983年になってワラビから発がん物質プタキロシド（ptaquiloside）が分離され，この物質がラットの腸や膀胱腫瘍の原因物質であること，これを子牛に投与することにより，牛の急性ワラビ中毒と同様の症状を起こすとが確認されました．これはモルモットに出血性膀胱炎を起こすと報告されています． ワラビには，チアミンピリジニラーゼ（チアミナーゼ，アノイリナーゼ）というチアミン（ビタミンＢ１）分解酵素が含まれていますが，これは主として馬などの単胃動物にチアミン欠乏を起こすものの，牛のワラビ中毒とは関係がありません． 中毒症状反芻動物のワラビ中毒は，骨髄の造血機能低下（再生不良性貧血=汎骨髄癆）を招きます．症状としては白血球数の減少(白血球5000/mm3以下，顆粒球20%以下)，血小板数の減少（25万/mm3以下），軽度の貧血，血液凝固不全が特徴です．軽症の場合は血液生化学的変化のみですが，症状が進行すると，可視粘膜の出血斑，血便，血尿などのほか，昆虫による刺傷，注射部位などからの出血が認められます．症状はワラビ給与開始後２～８週間で現れ，重症の場合は症状発現から１から３日で死亡します。
　　　独立行政法人　農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所　刊等
